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要旨 多摩川 k流、三頭山北西面の谷底に分化ーする大規模地すべりの二次地すべり堆積物(標高890
m)から8点の植物化石を採取した。それらの切片(横断面、接線断面、放射断面)を顕微鏡観察し、細
胞組織の特離に基づき樹種の同定を行った。この結果、 3点がブナ属 (Fagus)に、 4点がモクレン属
(Magnolia)に、 l点がノブドウ属 (Ampelopsis)に同定された。 llC年代測定によると、これらの植物
化fl‘は西暦1469-1794年の期間中に枯死したと考えられる。室町時代~江戸時代後期ころ.三頭山北
両面には現在みられるものと同種の植物が牛宇育していたと考えられる。
1.はじめに
占植生の復元とは、その地域における桶lt_の種組成や空間構造などの古環境を推測することである。
その際、年代軸の挿入など J 定の条件が整えば、植't遷移の原因や遷移に要した時間も推定可能であ
るο 一般に、古植生の復元には植物化石(枝葉や球呆などの大型植物遺体や、花粉や植物珪酸体など
の微小植物化石)や古文書、写真.文書を用いる。このうち植物化石は、砂やシルトなどの細粒堆積
物中で保存されやすい。また現在から5万年前程度でまでであれば、植物化石自体が l4C年代測定の試
料となるので、古植生復元と並行して堆積物の編年も行える。
沖積平野や、過去の湖沼が陸化した場所では、植物化石を含む細粒堆績物が生じやすいため古植生
研究がさかんに行われてきた(例えば、安田・三好、 1998)。一方、 I地で、は削剥・侵食作用が卓越す
るため、植物化石を保持する細粒堆積物が形成されにくいのそれゆえ、 1地の古植生は低地にくらべ
て不明な点が多い。ただし、 1I地においても突発性のイベント堆積物である地すべり堆積物・土石流
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堆積物や、地すべりによる堰きとめ湖沼堆積物には植物化石が合まれることがある(例えば、小嶋ほ
か、 2009: ;t1J谷ほか、 20Ba).
筆者らは、多摩川上流・奥多摩湖南方にある三頭li(標高15:nm)の北両面に大規模な地すべりを
見いだし、その概要を報告した(苅谷ほか、 2013b)。この大規模地すべりの二次地すべり堆積物中に
は枝や棄の破片を主とする植物化石が含まれており、その起源が明らかになれば当地域の古植生を論
じるための基礎資料になると考えられる。本研究では、これらの植物化石について顕微鏡観察を行い、
樹種の同定を試みたη
2.調査地域
調査地域である三頭山北画面は、多摩川水系小菅川の右岸支流である玉川の初、流地域にあたる(図
1)。玉川の全流域が山梨県小菅村に属するの
三頭山，西北西尾根の標高1350m付近(三頭山山頂の西北西約1.2km地点)を発生域とする地すべ
り移動体は玉川河岸の標高 950~1000 m付近に達し、小規模な岩屑丘を伴う緩斜面を形成する。この
地すべり移動体では、標高900m付近を発生域とする二次地すべりが生じている。 後述するように、
この三次地すべりの堆積物中に植物化石が含まれるο地すべり堆積物中の腐植物や植物化石のllC年代
に基づき、初生地すべりはIntCal09AD 1292-1399 (鎌倉時代~家町時代)より前に、二次地すべり
はIntcal09AD 1469 -1794 (室町時代~江戸時代後期)ころに生じたと考えられる(苅谷ほか.2013b)。
図1 讃査地域
主主図は地理i民地図(電子園~tweb) による.等高線(主曲線)間隔は 10 ffi. 
多摩川ト;お 三頭山北西而の地すべり堆積物から得た植物化石の同定 19 
なお、玉川流域の地質は白亜紀後期の四万十帯堆積岩類と新第三紀中新世の石英閃緑岩からなる(例
えば，酒井、 198i)0 
奥多摩湖畔の小河内アメダス観測点(標高530m、統計期間 1981.~2010年)の資料から、気温減率
を60C • km.1として推定した調査地域(標高1000m付近)の年平均気過は9.1uCである。また小河内と
同程度の降水畳があるとすると、調査地域の{F平均降水量は約1600mmである。
調査地域の植生は山地帯構成種が多い。特に、玉川のj原頭部にはイヌブナやブナが多く、ミズナラ
も卓越する。玉川やその支流の谷底ではシオジやサワグルミ、 トチノキが認められる。またスギやヒ
ノキ、サワラ、カラマツの植林地も広い。地すべり移動体の緩傾斜地の一部は太平洋戦争後に農地開
拓されたことがあり、当時植栽されたクリ(ヤマグリ)が現存する。
3.分析手法
植物化石を合む二次地すべり堆積物は、:-f1河床の地点2(標高890m)においてよく観察できる。こ
こでは、大規模地すべり堆積物にしばしば伴われるジグソー・クラック礁を合んだ厚さ5m以上の傑
層(砂岩・泥岩礁)が露出する。様層には直径0.5-5cm程度、長さ数cm-数10cmの尉平変形した
り折損したりした大小の枝が含まれる。これらは三次地すべりの発生時に、斜雨上に生えていた樹木
が巻き込まれたものと推定されるο
本研究では、これらの横物化石を2012年5月に合計8点採取したc また柄物化石の樹種l司定に先だ
ち、それらの一部(4点)から残存最外年輸を分取し、加速器法により 14C年代測定を行った。この結
果、全暦年較if.r，電は2σ誤差範囲でIntCalO9AD 1469-1794に及んだ(表1)。これより、本研究にお
ける樹種同定の結果は、三頭山北河面の標高900m付近における室町時代~江戸時代後期の古械生を
示すと考えられるの
表1 玉川地すべりの二次地すべり堆積物から得た植物化石の14C年代値とその暦年較正値
(lntCal09モテソレ年代). 
Locality lD Material 日C 14C age Cal口ldarage (20-) with Lab. code 
2 
(%0， ] cr) (y BP， 10) probability distributions (%) 
一一一一一一一一一一一一--圃}
Tm2-wl Wood 24.06土0.59 31h23 calAD 1492-1603 (74.4) IAA.IU20026 
cal AD 1615-1646 (21.0) 
Tm2-w4 Wood -2ラ95土0.59 275土24 cal AD J 52]-1592 (44.7) JAAA120027 
ca1 AD 1619-1665 (48.9) 
ca1 AD 1785-1794 (1.8) 
Tm2-w5 Wood -24.42士0.73 343土25 cal AD 1469-1636 (65.4) IAAA120028 
Tm2-w7 Wood 26.93土0.64 297士24 ιalAD 1496-1505 (1.6 ) IAAAl20029 
ca1 AD 1512-1602 (66.5) 
calAD 1616-1653 (27.3) 
試料番号は植物化石の番号(凶2-1.図2-2)に対応する (Tm2-w1 : 120507-1、Tm2-w4 : 120507-4、
Tm2 -w5 : 120507ふ Tm2-w7・120507-7).測定は加速器分析研究所に依頼した AAA法で処理し
た試料について、同所の加速器で δI~C濃度と年代を測定した '"C の半減期は5568年暦年較正は OxCal
(Bronk Ramsey et al.， 2001)で行い、較正ml線IntCalO9(Reimer et al.， 2倒的を胤いた.
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樹穏同定は、光学顕微鏡で木材組織を観察し、現生標本と比較して行ったの各試料については、事j
刀を用いて3断簡(横断面、接線断面、放射断而)の切片を採取してスライドグラスに載せ、ガムクロ
ラールで封入してカバーガラスを被せることで永久プレパラートを作製した。この永久プレパラート
を光学顕徽鏡で観察し、現'E標本や伊東(1995・1999)、森林総合研究所日本産木材データベースと比較
して同定をむったっ顕微鏡の倍率は、横断而は40倍、接線断耐と放射断而は100倍とした。また最終
形成年輸のイヲ無を確認し、残存している最外年輪の部位を最終形成年輪、辺材、または部位不明に分
類した。このうち最終形成年輪が残存している試料については、木材の枯死季節の判定を試みた。な
お、観察に用いた永久プレパラートは株式会社パレオ・ラボに保管されている。また本稿で、用いた楠
物の学名と分類は、主にRGPlants学名一和名インデックス (YList植物名検索)(米倉・梶田、 2003)
にしたがった。
4.結果・考察
全8点の植物化石は3つの分類群からなることが判明した。
(1)ブナ属 Fagu8 (ブナ科).試科番号120507-1，120507・6，120507-7 (図 2ーし 2-2)
試料8点のうち3点がブナ属と判定された。試科120507-6を例に、鏡下で認められる特概を記載す
る。
道管は直径50μm程度の小径で、単独で密に分布する散孔材である。晩材部では、やや揮を減ずる
(120507-6a)。道管の穿孔は、単 のものと階段状のものとの2種類がある (120507-6b)。放射組織はほ
ぼ平伏細胞のみで構成される向性で(120507・命、)、単列のもの、 2-数列のもの、広放射組織を示すも
のの3種類がある(120507-6b)。また最終形成年輪は、 120507-1と120507-6が晩材、 120507-7が早材で
あった。
ブナ属は冷温帯(北海道の黒松内以南、本州、問問、九州)の山地に生育する落葉高木であるの日本
ではブナ (Faguδ"crenata Blume)とイヌブナ (Fagu8japonica Maxim.lの2種ー類がある。一般に、イ
ヌブナはブナよりもやや標高の低いところ、また内陸~太平洋側の降水量の少ないところに分布する
ことが知られている。現在、玉川j原流部にはイヌブナやブナが広く分布することを筆者らも確認して
おり、三頭山山頂付近やその南面の「都民の森J-帝にもそれらのまとまった林分が存在する(小泉ほ
か、 1988;島野・沖津、 1993)。今回得た3点の試料も.イヌブナかブナと推定される.
(2)モクレン属 lv!agnolia (モクレン科).試科書号120507・3.120507-4， 120507-5、120507-8(同2-1，
2-2) 
試料8点のうち4点がモクレン属と判定された。試料120507-5を例に、鏡下で認められる特徴を記載
する。
道管は直径50-80μmの小慢で、単独ないし3-4倒が複合して均等に分布する散孔材である
020507-5a)。木繊維の墜ーは薄い(120507-5a)0 道管相1f.壁孔は対列~階段状で、道管の穿孔は単→
である 020507-5b)。放射組織の幅は1-2列で、上下端の1-2細胞が直立し、他は平伏細胞で構
成される異性である(120507ふう。また最終形成年輪は、 120507-5は晩材であったが、 120507-3と
120507-8は判定が困難であった。特に、 120507喝3は最外部が最終形成年輪かどうかも判定できなかっ
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図2-1玉川地すべりの二次地すべり堆積物から得た木材化石の顕微鏡写真.
la-1C :ブナ属(120507-1). 2a-2C:ノブドウ属(120507-2). 3a-3C :モクレン属(120507-3). 4a-4C :モク
レン属(125007-4). 5a-5C :モクレン属(120507-5).いずれもa:横断面､ b :接線断面､ C:放射断面.
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た｡また､ 120507-4は早材の可能性があると判定されたが､断定には至らなかった｡
モクレン属は温帯から暖帯(北海道､本州､四国､九州)の山地に生育する落葉高木である｡日本で
はホオノキ(Magnoll'a obovata Thumb.)やコブシ(M. kobus DC.)､タムシバ(M sall'cl'foll'a (Siebld et
Zucc.) Maxim.)など10種が知られている｡現在､調査地域や三頭山山頂周辺では､これら3種がしば
しば分布することを筆者らも確認している｡今回得た試料4点も､これらの種のいずれかに対応する
ものと考えられる｡
図2-1玉川地すべりの二次地すべり堆積物から得た木材化石の顕微鏡写真.
1a-1C :ブナ属(120507-1). 2a-2C :ノブドウ属(120507-2). 3a-3C :モクレン属(120507-3). 4a-4C :モク
レン属(125007-4). 5a-5C :モクレン属(120507-5).いずれもa:横断面､ b :接線断面､ C:放射断面.
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(3)ノブドウ属 AmpelopsIs (ブドウ科)試料番号120507陶2(図2・1)
試料8点のうち1点がノブドウ属と判定された。試科120507-2について、鏡下で認められる特徴を記
載するc
年輸のはじめに200μm以上の大型の道管が配列し、晩材部では小佳の道管が放射方向に数個複合し
て散在する半環孔材である(120507-2a)。道管の穿孔は単一で、、道管相互棲孔は階段状、道管欣射組織
問樫孔は水平となる(l20507-2b)0 肱射組織は平伏細胞、方形細胞、直良細胞が混在する異性である
(l2(悶J7-2c)。幅は2-3列と 10列程度の2階級が存在し、高さは10μm以上となる(120507・2b)。
ノブドウ属は温帯から暖帯(北海道、本州、四回、九州)に分布する落葉牲のつる性植物である。日
本ではノブドウ(Ampelopsisg/andulosa (Wall.) Momiy. var・.heterophyJJa (Thunb.) Momiy.)とウド
カズラ (A.cantonIensis (Hook. et Arn.) Planch. var. leeoid，凸 (Maxim.)F.Y.Lu)が認められるが、ノ
ブドウは調奇地域でも現化確認されること、ウドカズラはi嵐暖な西日本に分布がほぼ!混られること(室
町時代~江戸時代後期の来日本が、現在の西日本と同程度に混暖た、ったとする古気候学的知見は知ら
れていない)から、試料120507喝2はノブドウと考えられる。ノブドウは、マント・ソデ群落を構成す
るつる性本本で、林縁の植物とされている(宵脇、 1967)。山火事や伐採のほか、地すべり・崩壊の発
生によって林縁が形成され、そこに繁茂していたことも示唆されよう。
現段階では試料数が少ないため、三頭山北両耐の標高900m地点における宅町時代~江戸時代後期
の森林構造や種組成を正確に推定することはむずかしいQ しかし上述のとおり、見いだされた植物化
石は、いずれも現在の調査地域周辺に分布する植物と同種のものに同定される可能f生が高い。また枯
死季節については、試料8点のうち4ょう;が晩付または晩材の可能性があると判定されたが、早材または
早材の可能性があるものも2点認められたσ また、それら以外は最外年輸が残存しないか、判定が不
可能だった。
古植生像のさらなる倍元と、地すべりの発生季節の推定のためには、分析試料数を増やす必要があ
ると考えられる c
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